
｢ 英和辞典 の 記述 一 英文解釈論資料｣ 改訂稿

藤 本 正 文

掲記 の 紀要報告 (『富Ll｣ 医科薬科大学 一 般教育研究紀要』 23 号 ､ 2 0 0 0 年 3 月) に つ い て ､ そ

の 前半 ｢ a . 3 英和辞典 (等) の 記 述 (15 3 単 語242 語法) ｣ の 部分 に た い し て 大幅 の 改訂 - 読

明文 の 字句訂正 4 個 所､ 各項 目内の 字句訂正 4 個所､ 新 しい 項目の 設置11 ､ 従来 の 項目の 削除

73
､ 項目 の 肩番号 の 変更4 2 - を 加え る こ とが 必要 に な っ た ｡

つ い て は こ こ に ､ ま ず 旧報告 の ｢ は じめ に｣ (2 7 頁) を 再度掲載 し ( 一 部の 字句 を訂正 ､ 5 ､

6 を 削除) ､ そ の 後 に上記の ｢ a . 3 英 和辞典 (等) の 記述 ( 15 3 単語242 語法)｣ ( 2 8 - 4 9 頁) に

改定を施 した 形 の も の を あ ら た め て 掲載 させ て い た だ く｡ な お ､ 同紀 要報告 の 後半 ｢ b . 1 3 英

和辞典 (等) の 記述 (21 単語24 語法)｣ (5 0 - 6 2 頁) の 部 分に つ い て も多少の 訂正が必要な の で ､

最 後 にそ れ らの 個所 の こ と を書 き添 え て おく ｡

こ の 改訂稿 は い わ ば特異 な性質 の もの で あ るが ､ 表題 に ｢ 英文解釈論｣ と 呼ん で い る も の は

本 日現在執筆を終え刊行 を予定 し て い る 原稿 で あ っ て
､
それ は細部 に 異例 の 煩雑 さ を含 ん で い

る
｡
そ して こ の 原稿 ほ ひ と た び完成出来 た っ もり で あ っ たも の の ､ そ の 後 な お 少 し で も 内容 の

向上 を､ と 考え て 読み 直すう ち に､ 加筆､ 削除､ 訂正を す べ き個所 に 次 々 と 気付く こ と に な っ

た｡ そ して そ れ らの 改善を施す こ と が､ そ の ま ま こ と ご とく こ の 旧紀要報告を加筆､ 削除､ 訂

正 する必要 に つ な が っ た の で あ る｡

ち な み に こ れ は旧 報告の ｢ は じ め に｣ の 5 と して 述 べ た こ と で あ る が
､
英和辞典 に は お り お

り に 改版が行 わ れ る ( どの 辞書 で どの 時期 に な るか は予測 で きな い) ｡ す る と そ の 辞書 に つ い

て の 調査結果 に ､ 有効性 はた ん に 改版の 目の 前日 ま で の もの ､ と い っ た 限定 が つ く こ と に な る｡

よ っ て 出来 るだ け早く､ 出来 る だ け改版 の 事態が訪れ る前 に
､
得 ら れ た調査結果を印刷物 と し

て 固定化 して お きた い ､ と い うJ[ J､理 - 焦燥 感 - もあ っ た｡ 結果 と し て 旧 報告の ｢ は じ め に｣

6 の 予告 に もか か わ らず､ こ の た び こ の 改訂稿を提示す る こ とが 必要 に な っ た ｡

こ の よ う な 不体裁 で 不能率 な原稿を生 むもと と な っ た 旧紀要報告 に つ い て ､

一

般教育研究紀

要編集委員会 に た い し て お 詫 び を 申さ な け れ ば な らな い ｡ (2 0 0 1 年 9 月 1 日)

は じ め に - 全文

a 3 英和辞典 (他) の 記述 (15 3 単語241 語法) - 改定後の 全文

b 13 英和辞典の 記述 (21 単語24 語法) 一 訂正個所の み の 摘記

は じめ に

1 本稿 は､ 筆者が現在､ 執筆､ 刊行を予定して い る英文解釈論､ 『英文リ
ー

デ ィ ン グ基本単語

の 研究 一 英和辞典から の 前進を探る - 』 ( リ
ー ベ ル 出版 ､ 20 01 年度内に刊行され る予定)

の ため の基礎資料で ある｡ 本稿 におけ る記述は､ す べ て そ の 書物に照らし合わせ て 読ま れるも
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の となる こ とを前提に し て い る｡

2 ≪ a 3 辞典 (他) の記述 (1 53 単語24 1 語法) ≫ は､ 同書 の ｢ 英和辞典に つ い て｣ の節､ ｢ 3 ｣

に お い て 言及する調査の記録で ある ｡

3 ≪ b 1 3 辞典 の記述 (2 1 単語2 4語法) ≫ は､ 同書 の 同節､ ･ ｢ 2 ｣ に お い て言及する調査の 記

録で あ る｡

4 本稿は い ま これを､ た ん に こ れ の み に て独立した
一 編 と して 提示しなけれ ばならな い ｡ そ の

理由は次の 3 点 で ある｡ ① 内容が調査の 結果を無加工 の まま記録するも の で あ る｡ ② こ の記

録は上記の 英文解釈論 ( それ は英和辞典論で はな い) へ の 編入 にな じまな い性質の も の で ある｡

③ しか し こ の 記録は､ か ならずな ん らか の形 で 公開さ れる ことが上記の英文解釈論に と っ て

必要不可欠で ある ｡

a 3 英和辞典 (他) の 記述 (15 3 単語24 1 語法)

序/ 辞典 一 覧/ a -

y o u

序

1 こ こ に 3 英和辞典と は､ ｢ は じ め に｣ に触れ た 『英文リ
ー

デ ィ ン グ基本単語の 研究』 にお い

て ｢ 資料
一

覧｣ に C J 類 と して 挙げる < K N C > < O R E > < T G E > の 3 辞典を い う｡

2 見出し語の肩に ある小さな数字 は上記 『研究』 の 中で 用い る語法の 番号で ある｡ そ れ ぞれ の

見出し語の もと で ､ そ の右 に短 い 字句で あらわす語法を問題に して い る ｡ 本稿 の こ の報告で は

そ れぞれ の語法に つ い て ､ 上記 の 3 辞典お よび下記する英和辞典､ 英英辞典に見られ た記述 -

例示文､ 意味 の規定､ 説明の 文言､ 等 - を そ の まま転記する ｡ た だし ｢本文｣ と あるの は､

当該辞典の 記述を上記の 『研究』 の 方に転記して い る の で こ の報告 へ の 転記は省略する旨を表

わし て い る ｡

3 上記の ｢ 資料
一

覧｣ C - 2 類の < K C L > < K D E J > < K G R > < S R H > の 4 英和辞典の取扱い :

先 の C J 類 の 3 辞典 の い ずれ に も納得の で きる (批判の 余地の な い) も の と し て こ こ に 転

記をする こ と の で きる記述が見あた らなか っ た場合に旦杢､ こ れ ら の 4 辞典を参照する こと

に し て い る ｡ そ して こ れら の 4 辞典 の い ずれ に もや は りそ の ような納得す べ き性質の記述が

なか っ た場合に は､ そ の都度そ の事情を ､ 上記 の 『研究』 の ※欄に お い て 報告す る｡ ま た そ
… ㌧ / ＼ ー ′ ＼ ノ

の 場合 に は, こ れ ら の 4 辞典 の こ とは こ の 本報告の 中で は何ら の言及をも行なわ な い , と い

う形をと る こ と にする｡

4 上記 の ｢ 資料
一

覧｣ C - 3 類 の < I C E > < I N E > < K N E > < O C E > < S C C > < S P E > の 6 英

和辞典､ E - 4 類 の < L G M > < O A L > < W B S > の 3 英英辞典の 取扱い :

とく に 必要があ っ た場合に の み これ ら に触れ る｡ た だ し こ れ らの 辞典の 検索件数 は､ C - 2
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頬の 4 英和辞典に た い するそれと比 べ て はるか に少な い ｡

5 辞典 に は改版が行われる ことがあるが ､ 以下はす べ て の 辞典に つ い て ､ そ の1 9 99 年 8 月 の 時

点で の状態を表わ し て い る｡ ( こ の u p d a t e の 手続きは､ 上記の 『研究』 の 中の ｢英和辞典 に つ

い て｣ で 述 べ て い る｡)

6 各項目の 末尾に ､､ そ こ に転記し つ つ あ る もの は い かなる性質 ( 内容) の記述で あるか､ を記

す｡

辞典 一 覧

英和辞典､ 英英辞典の 書名､ 版､ そ れ ぞれ の 略号は次の とおり｡ ま た略号は ､ 上記の 『研究』

の ｢資料
一 覧｣ C l 類､ 2 類､ 3 類､ 4 類 に掲げるもの と同じで ある｡

『岩波英和大辞典』 中島文雄編 (岩波書店､ 1 9 70 , 90
- 1 8 刷) ⇒ I C E / 『岩波新英和辞典

(補訂版)』 中島文雄､ 他編 (岩波書店 ､ 1 9 87
,
91 一補訂 6 刷) ⇒ I N E / 『講談社英和 中辞

典』 川本茂男他編 (講談社､ 1 99 4 , 9 5 - 2 刷) ⇒ K D E J / 『研究社リ
ー ダ ー ズ英和辞典 (第

2 版) 』 松田徳 一 郎監修 (研究社､ 1 99 9
,
9 9 - 1 刷) ⇒ K G R / 『研究社 カ レ ッ ジ ラ イ ト ハ ウ

ス 英和辞典 (初版)』 竹林 滋､ 他編 (研究社 ､ 19 95 , 95 - 2 刷) ⇒ K C L / 『研究社新英和中

辞典 (第 6 版 ) 』 小稲義男､ 他編 (研究社､ 1 9 94 , 95 - 6 刷) ⇒ K N C / 『研究社新英和大辞

輿 (第 5 版)』 小稲義男編 (研究社 ､ 19 80 , 9 1 - 2 2 刷) ⇒ K N E / 『旺文社英和中辞典』 高橋

源次監修 (旺文社､ 19 7 5 , 91 一重刷) ⇒ O C E / 『旺文社 ロ イ ヤ ル英和辞典』 宮部菊男 ､ 他編

(旺文社､ 1 99 0 , 91 - 重刷) ⇒ O R E / 『三 省堂カ レ ッ ジ ク ラ ウ ン英和辞典 (第 2 版)』 大塚高

信､ 他編 ( 三省堂､ 1 98 6 , 91 - 5 刷) ⇒ S C C / 『小学館プ ロ グ レ ッ シ ブ英和辞典 (第 2 版)』

小西友七 ､ 他編 ( 小学館 ､ 19 87 , 9 1
-

1 5 刷) ⇒ S P E / 『小学館 ラ ン ダ ム - ウ ス 英和大辞典

(第 2 版)』 同辞典第二 版編集委員会編 (小学館､ 1 9 94 , 94 - 1 刷) ⇒ S R H / 『大修館 ジ
ー ニ

ア ス 英和辞典(改訂版)』 小西友七編大修館書店 ､ 1 9 94 , 95 - 改訂再版) ⇒ T G E / L o n g m a n

D icti o n a r y of C o n t e m p o r a r y E n glis h , 3 rd e d .
,
ed . D ell a S u m m e r s ( L o n g m a n G r o u p lt d .

,

19 95) ⇒ L G M / o x f o r d A d v a n c e d L e a rn e r
'

s D i c ti o n a r y o f C ur r e n t E n g lis h , 5 t h e d . , e d .

J o n a t h a n C r o w t h e r (O x f o r d : 0 Ⅹf o r d U n iv . P r e s s
,
19 95) ⇒ O A L / W e b s t e r

'

s T h i r d N e w

I n t e r n a ti o n a l D i c ti o n a r y o f t h e E n g li sh L a n g u a g e , e d . P h ili p B a b c o ck C o v e ( G . & C .

M e r ri a m - W e b s t e r , 1 97 6) ⇒ W B S

a
l

( 冠) a + 普通名詞

( K N C) -

( O R E 卜

( T G E )一

論文 な どの 題名 の 例

a
2

( 冠) a + 形容詞 + 普通名詞

( K N C) -

( O R E) -

( T G E)一

例文
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a
3
( 冠) a + 序数詞 ( + 名詞)

(K N C) -

( O R E) a th i r d r e a s o n

( T G E) 本文

例文

a
4
(冠) 本来 の 適 用対象外の 普通名詞

( K N C) -

( O R E ) -

( T G E) 一

例文

a
9
( 冠) a + 固有 名詞

( K N C) a N e w t o n ニ ュ
ー

ト ン の よ う な 人 (大 科学

者)

( O R E) a M o z a r t モ ーツ ア ル トの よ う な 天才音楽

家 / a D a n i el ( ベ ニ ス の 商人 の) ダ ニ エ ル の

よ う な 名裁判官 / th e m i n d of a N e w t o n o r

a B a ch ニ ュ
ー ト ン や バ ッ - の よ う な 精神 /

a s e c o n d M a c h i a v elli マ キ ア ベ リ の 再来 ( と

も い う べ き人)

( T G E) 本文

挙げ られ て い る例 (他 の 辞書 に つ い て は本 稿 の b

の 調査 を参照)

a d d r e s s ( 動) ｢ と りく む｣

( K N C) 本文

( O R E) -

( T G E) -

例文

a l l
l

( 代) 非 具体的な人 々

( K N C) -

( O R E ) -

( T G E)一

例文

a l 1
2

( 代) 情緒 的な 用法

( K N C) -

( O R E ) -

( T G E)一

用法が あ る こ と へ の 言及

a l 1
7
(形) 情緒 的に あ た る例文

( K N C) -

( O R E) -

( T G E ) 本 文-

例 文 (言 及)

a l l
1 3
( 副) a t all

( K N C) 否定文､ 否定文 ､ 条件文.

(O R E) 否定文､ 疑問 文､ 条 件節 ( そ の 例文 に は 本

文引用 の も の が あ る) 0 ( ま た 肯定文 も あ る が
､

そ れ は ｢
`

i n d e ed
'

の 意 味 の 方言｣ で あ る､ と ｡ )

( T G E) 否定文､ 条件節 ､ 疑 問文､ 肯 定文 ( そ の 例

文 は本文引用の も の) 0

S R 日: 否 定文 ､ 疑 問文 ､ 条 件節 ､ 肯 定文 ( W ell ,

Ⅰ
'

m h a p p y t o s e e y o u a t a ll ,)

生 起す る環境の 規定

a m o n g
l
( 前) A m o n g -

1
b e -

2 存在 を あ ら

わ す

( K N C) -

( O R E) 本文

(T G E 卜一

例文

a m o u n t
l

( i ) n o a m o u n t o f -

(K N C) -

( O R E) 本文

(T G E) A

例文

a n d
l

(接) Ⅲ o t と共起す る場合

( K N C) 本文

( O R E 卜

(T G E) 一

例文

a n o t h e r ( 形) j u s t a n o t h e r
-

( K N C) -

( O R E) -

(T G E) 本文

例文

a n y
2
(形) 最上級 と と もに 馴 ､ る場合

( K N C) -

( O R E ) -

( T G E) -

I C E : H e i s th e m o s t g e Ⅱe r o u s m a n o f a n y .

K G R : H e i s th e b e s しk n o w n o f a n y li vi n g

n o v eli s t . 現 存小説家中 も っ と も有 名だ

例文 ( 他の 辞書 に つ い て は本稿 の b の 調査 を参照)

a r g u a b l y
R
(副) ｢ お そ らく は｣

( K N C) 本文

( O R E) H a T n l e t i s a r g u a b l y t h e m o s t p o p ul a r
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a n d f a m o u s pl a y e v e r w ri tt e n .

( T G E 卜

例文

a s
l
(副) a s + 形容詞_

( K N C) 本文

( O R E) -

( T G E) 一

言 及

a s
7

(接) -

1 , a S
-

2 ｢
-

1
で あ るo すな わ ち こ の

よ う に し て
-

2 で あ る次第 だ｣

( K N C 卜

( O R E) -

( T G E 卜

例文

a s
lO
(接) a s C a s S b e ､ 余剰な a s

(K N C 卜

(O R E 卜

(T G E) 本文

言及

a s
13
( # ) N o u n ( ,) a s

･ ･ ･

e d

(K N C) 本文/ -

(O R E 卜/ -

(T G E) - / -

I C E : - / 本 文

S C C : M t . F uji a s s e e n f r o m S u r u g
･

a / 本文

前 が制限的､ 後が 非制限的 で あ る よ う な例｡

な お
､
｢ 限定｣ ｢ 制 限｣ の 対象 と な る もの に つ い て ､

I C E
,
I N E

,
K G R の 記述 は本文 の と お り ｡ ( 他 の 辞

書 に つ い て は 本稿の b の 調 査を 参照)

a s
1 4
( 接) N o u Ⅲ( ,) a s

- ( - は S V を も つ 形式)

( K N C 卜

( O R E) 本文

( T G E) -

s c c : (元来の 意味 は ｢ - の よ う に｣ で あ るが ､ 文

頭 ･ 文 展 ま た は 途中に 挿入 さ れ て) ･ -

だ が ;

( 文頭 に 出て い る形容詞 や分詞の 次に 挿入 され

た 場合 は ､ け っ き ょ く 強 め の こ と ば と な る)

実際
､ 事 実｡ T hi s i s a n e x a m p l e o f n a t u r al

s el e cti o n
,
a s y o u c a ll it ( a s it i s c all e d) こ れ

が い わ ゆ る 自然選択 の
一

例で あ る ( 以 下 は訳

文 を省略す る) A s i t h a p p e n e d , I b a d n o t

m o n e y e n o u gh w i th m e
,
b u t s u ffi ci e n t

a t h o m e . / W hil e w e w e r e t a lk i n g , a s i t

h a p p e n ed , o u r f ri e n d G e o r g e c a m e i n t o t h e

I o u t e r o ffi c e . / A s g o o d l u c k w o u ld h a v e i t ,

a p oli c e m a n w a s p a s si n g
･

o u r h o u s e ノ H e

i s q tlit e w ell , a s it a p p e a r s ノ If I b a d m o r e

e x p e ri e n c e , I m i g h t n o t m i n d it s o m u ch ,

b u t a s it i s
,
I a m t e r rifi ed . / - あまり に も

多 い の で 以 下 4 例 の 転記 を省略す る｡

掲記 に該当す る例文｡ な お ､
< S C C > は ､ ｢ 挿入 的

に｣ と い う範 噴 の もと で の 記述 の 転記｡ ( 他 の 辞書

に つ い て は本稿 の b の 調査 を 参照)

a s
16
(接) S b e a s -

1
a S S b e -

2 ①双方 が 相並

ん で 存在

(K N C) -

( O R E) 本文

( T G E) I

例文

a s
17
( 接) S b e a s -

1
a S (S b e)

-

2 ② 双方 が 相

並 ん で 存在､ か つ 順序 が逆転｡

( K N C) -

( O R E) -

(T G E) -

例文 (言及)

a s
1 8
( 揺) S b e a s 形 容詞 a s -

､ 否定 の レ ト リ ッ

ク

( K N C) -

( O R E) -

( T G E ) -

K D E J : 本 文

例文

a s
19
(接) A s -

1
b e t o -

2 ,
-

3 b e t o
-

4 /
-

3

b e t o
-

4 a S
-

1
b e t o

-

2
､ 並行 の 関係

( K N C) -

(O R E) -

( T G E) 本文

例文

a s
3 8
( 関代) a s b e S -

､ a s が補 語 で あ る場合

( K N C) -

( O R E) -

( T G E) -

言及

a s
40
(関代)

"
-

十 a S + S V l -

+ V 2 -

"

メ タ 言

語的挿入句

( K N C)一

( O R E) -

- 1 5 -



( T G E) I

例 文

b a r e l y
2
(副) 否定的 な用法

( K N C) 本文

(O R E) I c a n b a r el y u n d e r
･

s t a n d h i m . 私 に は 彼

( の 言 う こ と) が は と ん ど わ か ら な い / T h e y

b a r el y n e e d a t b i n g . 彼 ら に必要 な もの は ほ

とん ど な い

( T G E) a b a r el y f u r n i sh e d r o o m 家具 が わ ず か し

か つ い て い な い 部屋

例文 (他の 辞書 に つ い て は本稿 の b の 調査を参照)

b e
2
(動) 前 置詞 -

1
b e -

2 ､ 存在 を あ ら わ す

( K N C) -

(O R E) -

(T G E) I

言及

b e
3
(動 ､ 助) 形容詞 b e - / - i n g b e

-
､ 存在

を あ らわ す

( K N C) -

( O R E) -

(T G E) -

言及

b e
4

(動一定形) b e S -

1
0 r

-

2 ､ 可能性 の 列挙

(K N C)
-

( O R E) -

( T G E ) -

I C E : b e it t r u e o r n o t .

K G R : B e it t r u e o r n o t .

K N E : b e it t r u e o r n o t .

言及 (他 の 辞書 に つ い て は本稿 の b の 調査 を参照)

b e
5
(動 - 定形) b e th a t a s i t m a y

(K N C) -

(O R E) -

(T G E) I

例文

b e
7
(助) S b e - i n g ､ 事柄 の 同

一 性

( K N C) -

( O R E ) 本文

( T G E)一

言及

b e
8
(助) S b e - ed

､ 現在 の 状態

(K N C) -

(O R E) 本文

(T G E 卜

例文

b e
12
( 助) if S b e t o d ｡ 当人の 意図

(K N C) -

( O R E) It
'

s ti m e w e m o v e d o n if y o u
'

r e t o c a t c h

t b a t t r a i n . そ の 列車 に 乗 る つ もり な ら腰を上

げる しお どきだ

( T G E) 本文

言及

b e
13
(助) if S b e t ｡ d ｡ 別の 人の 意図

( K N C) -

(O R E) 本文

(T G E)一

言 及

b e f o r e
l
( 接) -

1 b ef o r e
-

2 ､ ｢
-

1 で あ っ て ､

そ し て そ の 後 に -

2 で あ る｣

( K N C) -

( O R E 卜

( T G E) I

言及

b e f o r e
3
( 前) -

1 b e f o r e
-

2 ｢
-

1
で あ っ て

､

そ して そ の 後 に -

2
と な る｣

(琴N C 卜

( O R E) -

( T G E 卜

言 及

b e s t ( 副) S b e b e st - e d ｢ S は -

さ れ る の に か

ぎる

( K N C) T h a t i s b e s t r e f u s e d . そ れ は断 る の が い ち

ば ん い い

( O R E) 本文

( T G E) -

K N E : T hi s i s b e s t r ef u s ed .

S R H : I t i s b e s t i g n o r ed .

言及 (他 の 辞書 に つ い て は本稿 の b の 調査を 参照)

b u t
ll
(関副

､
関代) -

1 b u t
-

2 ､ 関係 副詞 の 場
A
ロ

( K N C) -

( O R E) -

(T G E) 一

言及

- 1 6 -



c h a l l e n g i n g ( 形) 骨 の 折れ る

(K N C) -

(O R E) -

(T G E 卜

S R H : 本文/ a ch al l e n gi n g c o u r s e

例文

c h o o s e ( 動) N o u n t o c h o o s e f r o m

( K N C)-

( O R E) 本文

( T G E)一

言及

c o m b i n e d ( 動一分詞) 複数的で あ る N o u n +

c o m b i n e d

( K N C ) -

(O R E 卜

(T G E) 一

言及

c o m e
lO
( 動一分詞) N o u n c ｡ m e -

(K N C) -

(O R E ) 本文

( T G E 卜

例文 (説 明)

c o m p a r a b l e
R

( 形) ｢ そ れ と 同等 の｣

( K N C) -

( O R E 卜

( T G E 卜

S R Ⅲ: 本文

W B S : 本文

こ の 意味 に よ る用例

c o m p a r e d (動一分詞)
-

1 ,
C O m p ar e d t o

-

2

( K N C 卜 / (T h e e a r t h i s o n l y a b a b y c o m p a r e d

w i tb m a n y o th e r c el e s ti al b o d i e s .)

( O R E ) - / (T h e y a r e w ell o ff c o m p a r e d w i t h

w b a t t h e y w e r e t e n y e a r s a g o .)

( T G E 卜 / (-)
W B S : 本文/ (-)

言及｡ 初め に 当面問題 にす る用例､ / の 次 は文 の

述部 が c o m p a r ed w it h
-
''

の - の と こ ろ と 比較 さ

れ て い る よ う な例｡ (他 の 辞書 に つ い て は本稿 の b

の 調査 を参照)

c o n c e r n
2

( 名)

( K N C) 本文

(O R E) 順調 に 行 っ て い る事業 (会社) -

(T G E) 営 業 中 の ( 通 常 う まく い っ て い る) 会 社

(事業)

意味 の 説明

c o n s c i e n c e
R
( 名) 善悪 の 判 断力

( K N C) 善 悪 の 観念/ -

( O R E) - / -

( T G E ) 本文 / I

本文 に述 べ た よ う な 意味規定/ 本 文 に 述 べ た よ う

な例文

c o u l d
l
(助) 仮定 法､ 用法を 2 つ に分 けて示す

(K N C) -

(O R E) -

(T G E) 一

例文

c o u n t e r p a r t
R

( 名) 再言及 の 手段

( K N C) ( T h e J a p a n e s e c o u n t e r p a rt o f a fi r
･

s t- cl a s s

r ail w a y c a r ri a g e i s a G r e e n C a r .
一 等車 の

日本版 は グ リ
ー

ン 車 で あ る)

(O R E) 本文

( T G E) ( T h e D i e t B n il di n g i n J a p a n i s a

c o u n t e r p a r t o f t h e C a pi t ol i n t h e U ni t e d

S t a t e s . 日 本 の 国 会議事堂 は ア メ リ カ の キ ャ

ピ ト ル に あ た る)

例 文

c o v e r ( 名) f o r c o v e r

( K N C) 本文

( O R E) s e e k c o v e r d u ri n g a st o r m

( T G E) T h e t ri p w a s a c o v e r f o r hi s s m u g gli n g .

例 文

c r e d i t (名) 悪 い こ と の 責 任

( K N C 卜

( O R E) -

( T G E) I

例 文

d e c i d e ( 動) ｢ 判断 を下す｣

( K N C)--

(O R E) 本文

( T G E) I d e ci d e d (th a t) I w a s t o o ol d t o t a k e th e

j o b . そ の 仕 事 に就 く に は年 が い きす ぎ て い る

と判断 し た (思 っ た)

言 及

- 1 7 -



d e m o c r a c y ( 名) 民主主義国

(K N C) -

( O R E) -

( T G E) -

K C L : 本文

例文

d e n i a l
R
(名) a d e n i a l t h a t -

( K N C) -

(O R E) -

(T G E) -

K C L : 本文

こ の 構文 へ の 言及

d e s c e n d i n g
R
( 形)

( K N C ) -

( O R E) -

( T G E ) -

例文

d e t e r m i n e ( 動) ｢ 判断 を下す｣

( K N C) -

( O R E) 本 文 ｡
ま た

､
I c h e c k ed th e b o d y a n d

d e t e r m i n e d th a t it w a s t o o l a t e f o r a n y

a t t e m pt a t r e s u s cit a ti o n . 私 は 死体 を点検 し

て み て 生 き返 らせ よ う とす る に は遅すぎる と

判断 した｡ ( こ れ らが a p r e vi o u sl y d et e r m i n e d

a c ti o n ( あ ら か じ め決定 さ れ て い た 行動方針)

と同居｡)

( T G E) -

S R Ⅲ: ｢ 結論 を下す｡ 断定 する｣ ｡ (例 文な し)

語義 - の 言及 と そ の 例文

d o z e n ( i ) d o z e n s o f -

( K N C) 口語

( O R E) 口語

( T G E) 略式

ス ピ ー

チ レ ベ ル の 指定

e c o n o m y ( 名) 経済地域

( K N C) -

( O R E) -

( T G E )～

言及

e n o u g h
2
( 副) e n o u g h t h a t S V

-

( K N C) 本文

( O R E) H e s ai d s o l o u d e n o u g h th a t all c o u ld

h e a r .

( T G E ) 本文

例文

e v e n
3
( 副) e v e n th o u g h

-

( す べ て 本文に記 し た｡)

e v e r
l
( 副) 適時問的

(転 記を省略す る)

e x p e r i e n c e ( 名) 知覚 の 上に 起 こ る こ と

( K N C) -

(O R E) -

(T G E) 本文

例文

f e w
l
( 代) ｢ は と ん どの 人が … で な い｣

(K N C) 杏

( O R E) 杏

(T G E) 否-

2 つ の 意味範時の 別建 て

f i n d
l
( 動) ｢ … で あ る ( と思う)｣

( K N C) -

( O R E) -

( T G E)一

意 昧 に つ い て 説明す る こ と

f i n d
2
( 動) S fi n d o n e s el f i n + 場所 を 表 わ す

N o u n

( K N C ) (自分 が) . . .
の 状 態に (場 所に) い る の に 気

づ く / 本文

( O R E) 自分 の 位置 (状態) に 気づ く / -

( T G E ) (気 が つ く と) あ る場所 ･ 状 態 に) あ る ､

い る / -

意 味の 説明/ 例文

f o r
2

( 揺) -

1 ･ F o r
-

2 独立 の セ ン テ ン ス を っ く

る

( K N C) -

(O R E) -

(T G E) -I

S R H : 本文

言及

f o r
4
( 前) ｢ - と い う 結果を え て ( と も な っ て)｣

(K N C ト-

(O R E) -

(T G E 卜

言及

- 18 -



g i v e n
l
( 形) a gi v e n

- / a n y g i v e n
-

( K N C ) -

( O R E 卜

(T G E) -

L G M : 本文

g i v e n
2
( 動 一分詞) gi v e n

- ｢ - が 在 る の だ か

ら｣

( K N C) ( G i v e n g o o d h e al th , o IT e C a n a c h i e v e a n y
th i n g . 健康 で い られ れ ば)

( O R E ) ( G i v e n th e a b o v e a s s u m pti o n s , it i s

p r e di c t e d th a t . . . 上述 の よ う に 仮定すれ ば …

キ予 測 さ れ る/ I t w o ul d b e p o s sib l e , gi v e n

a littl e m o r e ti m e
,
t o s a v e y o u r c o m p a n y .

も う少 し時間 が あ れ ば あ な た の 会社 を救 う こ

と は可能 で し ょ う)

( T G E) 本文

L G M : G i v e n t h e ci r c u m st a n c e s
, y o n

'

v e c o p ed

w ell .

O A L : G i v e n th e g o v e r n m e n t
'

s r e c o rd o n

u n e m pl o y m e Ⅲt , t h ei r c h a n c e s o f w i rl n i n g

th e el e cti o n l o o k p o o r .

W B S : G i v e n t h e n a ti o n a l p a n i c k i n e s s . . . , 1i b e r a l s

b a v e t o b e v e r y c a r ef ul o f t h e c o m p a n y b e

k e ep s .

こ の 形式 に た い して 与 え られ て い る例文 ｡
カ ツ コ

で く く っ た もの は 当面の 使 わ れ 方 に 該当 し て い な

い
｡ (他 の 辞書 に つ い て は本稿の b の 調 査を 参照)

g i v e n
3
( 動 J

h
l

詞) g i v e n th a t - ｢ - と い う

事実が 在 るの だ か ら｣

( K N C ) ( G i v e n (th a t) o n e i s i n g o o d h e al t h , o n e

c a n a c h i e v e a n yt h i n g . ( 健康 で い られ れ ば)

( O R E) ( G i v e n a - b ( a - b ナ ラ バ) / G i v e n tb a t

a ll m e ll a r e e q u a l ( す べ て の 人が 平等 だ と す

れ ば)

( T G E ) 本文

S P E : 本文

S R H : 本文

こ の 形 式 に た い し て 与 え ら れ て い る例 文｡ カ ツ コ

内の も の は 当面 の 使わ れ 方 に 該当 して い な い ｡ (他

の 辞書 に つ い て は本稿 の b の 調査を参照)

g o n e ( 動一分詞) N o 1ユn g O n e -

( K N C )一

( O R E 卜

( T G E) I

例文

g r a n t e d (動一分詞) G r a n t e d ,
-

い
B u t -

2

( K N C) G r a n t e d t h a t w h a t y o u s a y i s t r u e , it
'

s

n o e x c u s e . 仮 に君 の 言う こ とが 本当だ と して

も､ それ は言 い 訳 に はな ら な い

( O R E) G r a n t ed th a t y o u a r e ri g h t … 仮 に 君 が

正 し い と し て も …

( T G E) 本文

例文

h a d
l

( 助) b ad - e d 前過去

( K N C) -

( O R E) 本文

( T G E) I

例文

h a d
2
(助) h a d S l - e d

( K N C 卜

( O R E) -

(T G E) -

言及 (例文)

h a 1 f ( 副) h a lf a g a i n a s m u c h / h a lf a s m u c h

a g a l Ⅲ

( K N C) 本文

(O R E 卜

( T G E) I

例文

ら a v e
7
(動) h a v e O - e d 受動 の 状 態の 持続

(K N C) T h e y h a d a c h a r t s p r e a d (o u t) o n t h e

t a bl e . 海 図を テ
ー ブ ル の 上 に 広げて い た

( O R E) 本文

(T G E) -

こ れ に 該 当す る例文 ( 他 の 辞書 に つ い て は本稿 の

b の 調 査を参照)

h e l p
l
(動) ｢ 悪 い こ と を助長す る｣

( K N C ) -

( O R E) -

( T G E ) -

K G R : h el p o n e
'

s r u i n . 滅亡 を 早め る

例文

h e l p l e s s ( 形) / - 1 y (副) ｢ (自分 で は) ど

う に もな ら な い / な らな く て｣

( K N C ) -

( O R E) -

( T G E ) -

K D E J : 本 文
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副詞の 場合 の 例文

h e r / h e (代) 同
一 の 人称代名詞･､ 異な る指示対

象

( K N C) -

(O R E 卜

( T G E) I

言及

h o p′
e f u l l y ( 副) ｢ 願 わ く ば｣

( K N C) -

( O R E) 本文

(T G E) H o p e f u ll y t o d a y w o u ld b e a b et t e r d a y .

例文

i f
l

(揺) N o u n if -

(K N C) -

(O R E 卜

(T G E) -

言及

i f
4
(揺) -

1 , if o nl y b e c a u s e
-

2

(K N C) 本 文 ( 1

( O R E 卜 ( …
と い う 理 由か らだ けで も)

(T G E ) - (-)

I N E : - ( … と い う 理 由か らだ け で も)

例文 ( カ ツ コ 内は 意味 の 説明) ( 他の 辞書 に つ い て

は本稿 の b の 調査を参照)

i f
lO
(揺) if a t all

(K N C) 本文

(O R E) -

( T G E) -

言及

i n
l
( 副) 動詞 + i n o n -

( K N C) -

(O R E) -

( T G E) -

i n の 語 の も と で の 記載

i n
3
(前) 金額 + i n -

( K N C) -

( O R E) -

( T G E ) I

例文 (他 の 辞書 に つ い て は本稿 の b の 調査を参照)

i n a s m u c h
R
(揺) i n a s m u c h a s S V - / i n

a s m u c h a s S V -

( K N C) -

( O R E) -

( T G E) -
-

S R H : 本文

例文

i n c l u d e ( 動) 全 部の もの の 場合

(K N C) (全体 の
一 部 と して) 含 む/ -

( O R E) (部分 ･ 要素 と して) … を 含 む/ -

( T G E) < 人
･ 物 ･ 事 が > < 人 ･ 物 ･ 事 > を (全体

の 中 の 一 部 と し て) 含む / -

最初 が語義の 説明､ 次が 当面の 用例 と同 じ意味に

な る例文｡

i n c r e a s i n g l y (副) ｢ い よ い よ
･

ま すま す｣

( K N C) 本文

( O R E) b e c o m e i n c r e a si n gl y sl e e p y

( T G E) b e c o m e i n c r e a si n gl y d iffi c u lt

K C L : I t i s b e c o m i n g i n c r e a si n gl y d iffi c ul t t o

li v e w it h i n m y I n c o m e .

S R H : A s B e et h o v e n g r e w ol d e r
,
it b e c a m e

i n c r e a si n gl y di ffi c u l t f o r b i n t o h e a r .

例 文 を転記 し て お く. ( K D E J ､ K G R に は例 文が

な い ｡)

i n t o
2

( 前) 基数詞 -

1 i n t o
-

2 ｢
-

1 だ け入 -

た と こ ろ で｣

(K N C)--

(O R E) -

( T G E) I

例文

i n v o l v e
R~2 ( 動) ｢ 内容 の

一

部 と し て も つ ･ 付

帯事項 と し て も っ｣

( K N C) 第
一

義 ｢巻 き込 む｣ ( 太字) / 第二 義 ｢ 含む｣

(太字 な し)

( O R E) 第
一 義 ｢ 巻 き込 む｣ (太字) / 第二 義 ｢ 伴う｣

(太字)

( T G E) 第
一

義 ｢ 巻き 込む｣ ( 太字) / 第二 義 ｢ 含む｣

(太字 な し)

意 味の 表わ し方

k n o w
l
( 動) ｢ 思慮分別が あ る｣

( K N C ) 本文

( O R E) I k n o w b e tt e r t h a n t o gi v e t o n g u e t o

t h i s q u e s ti o n .

( T G E ) Y o u s h o ul d h a v e k n o w n b et t e r (t h a n t o

d o s u c h th i n g s) .

例 文 ( 3 辞書 と も成句と して の 取り 扱 い で あ る｡)
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1 a t e
2
( 形) ｢ 故人｣

(K N C) m y l a t e f a th e r 亡父/ t h e l a t e M r , B r o w n

故 ブ ラ ウ ン 氏

( O R E)
i

( T G E) t h e l a t e p r e sid e n t 前 大 統領 / h e r l a t e

(l a m e n t e d) h u s b a n d 彼女 の 亡 夫

例文

l a t e r ( 副) 基数 - l a t e r

( K N C) 本 文

( O R E) -

( T G E 卜

K G R : 本文

例文

L o n d o n ( 名) 国家

( K N C)-

( O R E ) -

( T G E) -

例文

m a n y
l
( 代) 非具体的な用法

( K N C) -

( O R E 卜

( T G E) -

K G R : 本文

こ れ に 該当す る例文

m i x e d (形)

( K N C) -

( O R E 卜

( T G E) -
ニ

ュ ア ン ス の 点 の 説明

Ⅲ o r e
4
( 副) t h e m o r e + 形容詞 + N o n n

,
絶対

比較級

( K N C) -

( O R E) -

( T G E )一

言 及 ( な お ､ 見 出 し語 tb e の も と で も事情 も上記

と同 じ)

m u c h
l
(代) m u c h ｡ f a N ｡ u n

( K N C ) - / -

( O R E) s o , t o o な ど を伴 っ て / H a m l e t i s t o o m u c h

o f a th i n k e r .

( T G E ) 本文 / 本文

t o o m u c h o f a
- の 用法の 説明/ そ の 例文

n e a r l y
2
( 副) ｢ お お む ね｣ ､ 肯 定的

(K N C) 第
一

の b . の 区分 I w a s n e a rl y r u n o v e r b y

a c a r . ∴ 第 一 の a . の 区分It i s n e a rl y h a lf

p a s t si x . / W e a r e n e a rl y a t t h e t o p o f t h e

h ill . ほ か

( O R E ) 第
一

区分 H e v e r y n e a rl y m a r ri ed h e r . /

S h e w a s n e a rl y a s ri ch a s h i m s elf . ほ か ｡

( T G E) 第
一

区分 H e v e r y n e a rl y f ell i n t o t h e

p o n d . / n e a rl y a l w a y s ほ か

K C L : 第二 区分 O h
,
I n e a rl y f o r g o t , / W e n e a rl y

m i s s ed t h e b u s . ∴ 第
一

区分 It i s n e a rl y n i n e

o
'

cl o ck ノIt i s n e a rl y ti m e t o g o t o b e d . は

か ｡

K N E : 第
一

区 分 の b . S h e n e a r
･

1 y f ell i n t o th e

r
L

i v e r
･

, / ∴ 第 一 区分 の a . I t i s n e a rl y ti m e t o

g o . / T h e l e tt e r i s n e a rl y fi n i s h e d .
は か ｡

S C C : 第 二 区 分 I n e a rl y m i s s e d th e b u s . / S h e

w a s n e a rl y d r o w n e d . / e s c a p e n e a rl y ほ

か / ∴ 第 一 区 分 Th e n e w h o u s e i s n e a rl y

fi n i s h ed . / I t
'

s n e a rl y ti m e t o g o .

′
ほか ｡

前項 目 ( n e a rl y
l

) の こ と も 合わ せ て 記す｡ ∴ の 前

に 否定的 な意味の た め の 意味区分 と例文､ ∴ の 後

に肯定的 な意味 の た めの 意味区分 と例文 を記す｡

∴ が な い 辞書 で は こ の 区分分けが行 わ れ て い な い ｡

( 他の 辞書 に つ い て は 本稿 の b の 調査を 参照)

o f
5
(節) -

1
b e o f -

2 ､ 材料/ 目的格属格

( K N C 卜 / -

( O R E 卜/ -

( T G E 卜 / -

S R H : 本文 / 一

言及

o f
6
(前) - の 中に あ っ て｣

( K N C) 本文 (成 句 と し て)

( O R E) h e r e o f all pl a c e s

( T G E ) o f all th i n g s

例 示

o n e
7
( 代) ｢ そ の 一

つ の 例｣

( K N C) 既 出の 可 算名詞 の 反復 を避 け て ､ ( そ の)
一

つ
､ そ れ

( O R E) 先行す る 可算名詞句の 二輿

( T G E) a (a n) + 名 詞 の 代 用 で ､ 亜壁宣ま た は総称

の 人 ･ 物を 指 す

I N E : 前 出名詞 と の 反復 を さ け て

K D E J : 同
一

名詞 の 反復を避 け る た め に 旦上 普通名

詞の 代わ り に 用 い て､ そ れ と同類 の 者 (物)

K G R : 可算名詞 の 反復を避 け る た め に 用 い て ､ 同
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類 の もの

K N E : 既 出の c o u n t a b l e の 名詞の 反復 を避けて

こ の 用法 が 属す る意味範時の 規定 の 仕方 ｡ 下線 は

引用者｡ (他 の 辞 書 に つ い て は本稿 の b の 調査 を 参

輿)

o n l y
l
( 副) o n ly の 位置 の 問題

( K N C) - ( o n l y が 動 詞 の 傍 に あ る 文が ､
そ うで

は な い 文 と 同 じ意味 で あ る 旨の 説明が あ る-

引用者) ｡

( O R E ) 論文 な ど の 改 ま っ た 文体 で は､ … o n l y は限

定 す る語句 の 直前 に置か れ る傾向が 比較的強

い
｡
し か し 口 語的な文体 で は ､ . . . の 位 置 に く

る こ とが 非常 に 多く､ 話 し言葉 で は音調 に よ っ

て 意 味が あ い ま い に な る の を 防 い で い る ｡

(T G E ) o n l y は通常修飾す る語
･ 句 ･ 節の 直前 か ､

時 に 直後 に お く｡ 略式 で は 動詞 の 直前 ( b e 動

詞､ 助動詞 は そ の 後) に 置 か れ る傾向 に あ り､

o n l y に修飾 さ れ る 語 は強く 発音 さ れ る｡

I C E : ｢ 動 詞 を 限定 ｡ H e c a n o n l y g u e s s (g u e s s

o Ⅲ1 y) . 主語 を 限定｡ O n l y y o u (Y o u o n l y) c a n

g u e s s … しか し o n l y は動 詞 と 結合 し て い て

も他 の 部分を限定す る こ とが あ る｣

I N E : ｢ o n l y の 位置 に よ り 意味 が異 な る こ と が あ

る
｡
O n l y y o u ( y o u o n l y) c a n g u e s s . は主語 を

限定､ Y o u c a n o n l y g u e s s (g u e s s o n l y) は動

詞 を 限定｣

K N E : ｢ た だ し … (例示 一 引用者) と 云 う べ き と

こ ろ に ､ o n l y を述 語動詞 の 前 に置 い て . . . ( 例

示 - 引用者) と い う 傾向もあ る｣

O C E : ｢ 文 を 修飾す る場合 は動詞 の 前 に 置か れ る

こ と が 多 い ｡
一 般 に は o n l y を動詞 の 前 に 置 く

傾向が強 く ､ ま た 特 に 強調す る場合 を除 い て

は 副詞 o n l y が 文頭 に 来 る こ と は少 な い｣

S R H : ｢ とく に形式弓長 っ た 書 き 言葉 で は ､ 修 飾 す

る 語句 の 直前 に 置 か れ る こ と が 多 い ｡
… し か

し o n l y が 最 も多く置か れ る 位置 は､ (本) 動

詞 の 直前 で あ り､ 話 し言 葉 で は 強勢 に よ っ て

文 意 を明 らか に し､
一

般 に 強く発音 さ れ る語

句 が修飾さ れ る要素 で あ る こ と に な る｣

説 明の 転記 (他 の 辞書 に つ い て は本稿 の b の 調査

を参照)

o t b e r w i s e ( 副) ｢ そ れ 以 外 の 点 で は｣ ､ 名詞

句内の 小部分 と し て の 用例

( K N C) -

( O R E ) -

( T G E) -

K G R : 本文

例文

p a i d (動一分詞) S b e p a id f o r ｢ S に ､ そ の 代価

が支払 わ れ る｣

( K N C ) -

( O R E) 本文

( T G E 卜

例文

p a y a b l e ( 形) 支払 う べ き

( K N C) 本文

( O R E) p a y a b l e t o b e a r e r

( T G E) -

O A L : 本文

K C L : 本文

例文

p l a c e
2
( i ) i n th e fi r s t pl a c e

(K N C) 本文

( O R E) -

(T G E ) -

言及

p l a u s i b l e
R
( 形) ｢妥 当 と思わ れ る｣

( K N C) -

( O R E) 信頼 で き そ う な

( T G E) (話 ､ 議論 な どが) 妥 当な -

K D E J : (説明 が) 穏 当な

S R H : も っ とも ら し い (か な らず し も悪 い 含 み は

な い)

説 明

p o w e r s ( 名) 当局

( K N C) -

(O R E 卜

( T G E ) -

S R H : 本文

例文

p u t (動- 分詞) p u t , S V
-

( K N C ) -

( O R E) -

(T G E )一

例文

q u o t e ( 動) S b e q u o t e d a s - i n g
-

( K N C ) 本文/ < 新 聞な ど で よ く用 い られ る >

( O R E) H e w a s q u o t ed a s s a yi n g t h a t . . . 彼 は …

と 述 べ て い る と伝え ら れ た / < 一>
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( T G E) Ⅲe i s q u o t e d a s h a vi n g s a id th a t … 彼 は …

と言 っ た と い わ れ て い る / < - >

I C E : -

K G R : -

K N E : -

S R H : -

/ の 前 は例文､ 後 は説明

r e l a t i v e ( 名) 親族

(琴N C) 親 類 ( の 人) ､ 親戚 ( の 人) / 本文 二 H e
'

s a

cl o s e (d i s t a n t) r el a ti v e o f m i n e .

( O R E) 親類 ､ 親戚､ 姻戚､ 縁者/ 本文

( T G E) 親 族､ 身内｡ 家 族や 結婚 に よ る 縁者 を含む

/ 本文

/ の 前 は意味の 規定､ 後 は例文

r e l e v a n t / i r r e l e v a n t
R
( 形) ｢ 重 要

性 ･ 有意義性 が あ る/ な い｣

(K N C) 本文 / H i s r e m a rk s a r e i r r el e v a n t t o t h e

s u bj e c t u n d e r d i s c u s si o n .

( O R E ) a c o n fi d e n ti al m a tt e r r el e v a n t t o t h e

c a s e / i r r el e v a n t t o o u r a r g u m e n t

( T G E) Y o u r q u e sti o n i s n o t r el e v a n t t o t h e

s u bj e ct ノ ー

L G M : T h e s e i s s u e s a r e d i r e c tl y r el e v a n t t o t h e

n e e d s o f sl o w l e a r n e r s ノ 本文

r el e v a n t / i r r el e v a n t の 例文

r e s t , ( 名) th e r e s t o f -

( K N C) -

( O R E 卜

( T G E 卜

言及

s a i d (動 一分詞) ｢ そ う は言う も の の｣

( K N C) -

( O R E 卜

( T G E) -

K C L : 本文

言及

s a y
l
(動) w h a t S h a v e t o s a y

( K N C) -

( O R E ) -

( T G E) -

言及

s h o u l d
4
( 助) S 2 V

-

s b o ul d S
l
d o

( K N C) -

( O R E ) -

( T G E)一

例文

s h ｡ u l d
S
( 助) t h a t S d o

( K N C) 口 語 で は sh o u l d を 用 い な い こ と が 多 い ｡

( O R E) く 米 > 語 で は sh o u l d を用 い ず､ 原 形動詞

( 仮定法現在) だ け で あ る の が ふ つ う｡ < 英 >

で も こ の 傾向 が広く見 られ る｡

( T G E ) - (例文 の み)

上 は説明文の 転記

s ｡
3
(副) S o i t b e t h a t -

( K N C ) -

( O R E) -

(T G E) -

K D E J : 本文

例文

s o m e o ll e ( 代) ｢ 者 ( 人)｣

( K N C) -

( O R E ) -

( T G E) -

K D E J : 本文

例文 ( 言及)

s o m e t h i Ⅲ g
l
( 代) ｢物｣

( K N C) -

( O R E ) 本文

( T G E) -

例文 ( 言及)

s p o k e n ( 動一分詞) S b e s p o k e n o f a s -

( K N C) 本文

( O R E) -

( T G E) I

言及

s t a t e ( 名)
"

t h e s t a t e o f t h e a rt
''

( K N C 卜

( O R E ) -

( T G E)-

例文

s u p p o s e d
3
(動 J

j J
l

詞) b e s u p p o s e d t o d o

( K N C) -

( O R E ) 本文

( T G E) I

例文
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t e c h n i c a l l y ( 副) ｢ 規則､( 条 文) 通 り に い

うと｣

(K N C) -

(O R E) -

(T G E) -

K C L : 本文

例文

t e r m s
2
( 名) i n t e r m s ｡ f 動名詞. . .

(K N C ) -

( O R E) -

( T G E ) I

言及

t h a n
9
( 関代) - t h a n V -

( K N C) H e r s e r v i c e s a r e m o r e v a l u a bl e t h a n w a s

s u p p o s e d . 彼女 の 尽力 は 想像 し て い た よ り 貴

重 なもの で あ る
｡

( O R E ) It h a s c a u s ed g r e a t e r c h a n g e s th a n h a d

o c c u r r e d si n c e 2
,
0 0 0 B . C . そ れ は紀元前200 0

年以 降 に起 き た大変化 よ り も大きな変化 を ひ

き起 こ した

(T G E) W e h a v e m o r e a p pl e s th a n c o u l d b e e a t e n

i n a d a y .
1 日 で は食 べ き れ な い ほ ど の リ ン

ゴ が あ る

S C C : T h e r e i s m o r e i n lif e t h a n m e e t th e e y e .

人生 に は 目に み え る以上 の もの が あ る

言及 ､ 例 文 (他 の 辞書 に つ い て は本 稿 の b の 調査

を参照)

t b a t
3
(代) t h a t i s

( K N C) -

( O R E ) -

( T G E 卜

例文

t h a t
23
( 関代) N o u n t h a t S b e 関係 代名詞 の

th a t が続く
"､
s b e

"

に と っ て の 補語

( K N C) a . 主 語 と して b . 補語 と して c . 他動 詞､

前置詞 の 目的語 と して

( O R E) 1 . 主語 2 . 目的語 ･ 補語

(T G E) 1 . 主格
･ 目的格

K C L : 1 . 主語 と な る 2 . 他動詞 の 目的語 と な る 3 .

前置詞 の 目的語 と な る 4 . 補語 と な る

以 上 は､ 意味区分 の 立 て 方｡

I C E : < 記述名詞 ･ 記述形容詞 を先行詞 とす る挿入

句的感嘆節 で > F o o l t h a t b e i s! / < -
w h o

,

w h o m
,
w h i c h > F o o l th a t h e i s! ( 同 じ例文

が 二 度の っ て い る)

IN E : < 記述 名詞 ･ 記 述形容詞 を先行詞 とす る挿

入句的感嘆節で > F o ol t h a t h e i s!

S P E : < 関係代名詞 の 先行詞 が補語 に な っ て い る

場 合 > F o ol th a t I a m !

以 上 は
､ 本文 で 言 及 した 例文｡ (他 の 辞書 に つ い て

は本稿 の b の 調 査を 参照)

t h a t
24
( 関代) N o u n l t h a t b e N o u n 2 ( N o u n 2

は固有名詞)

( K N C) -

(O R E) -

( T G E)I

言及 ( 他の 辞書 に つ い て は本稿 の b の 調査を参照)

t 也 a t
25
(関代) 二 重限定 の 関係詞構文

(K N C) -

(O R E 卜

(T G E) -

言及

t h a t
27
/ w h i c h

l
/ w h ｡

2
( 関 代) N ｡ u n

t h a t + S V
l

. .

+ V
2

･ ･

/ N o u n w h i c h +

S V
l

-

+ V
2

- / N o u n w h o + S V l
-

+

V 2
･ ･

( K N C ) t h a t: -

w h i c h : -

w h o : -

( O R E) t h a t : 本文

w b i c h : - ト｣

w h o : -

(T G E) th a t:--

w bi c h : 本文

w h o : 本文

言及 (例文)

t h a t
S~6 (関代) N ｡ u n + th e r e b e ､ ｢ 存在 して い

る と こ ろ の
､
N o u n ｣

( K N C) -

( O R E) -

( T G E) 本文

省略を示す例文

t h a t
S- 1 0 ( w h i c h

S- 2 / w h o
S- 2) ( 閑 代)

N o u n + S V
l

-

+ V
2

-

､ 挿入節 を含 ん だ 関

係代名詞節か ら の 関係代名詞の 省略

K N C : th a t: - ｢-J

w hi ch : イー｣

w h o : - ｢主 格 の 関係代名詞 は省略 を し な い

の が 原 則だ が ､ th e r e i s … な ど の 後
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で は省略 さ れ る こ とが あ る｣

O R E) t h a t : 本文/ ｢ 関係詞省略 : 主語 の 場合 に は

tb e r e i s ( a r e) の 後 やit … tb a t の 場 合以外省

略 しな い｣

w b i ch : - / ト｣

w b o : - / ｢ ふ つ う は 省 略不可 で あ る が ､

t h e r e i s . ‥ 構文 な どで は[ 口] で 省 略

す る こ とも あ る｣

( T G E) t h a t : - / ｢ T h e r e i s で 始 ま る文 で は主格 で

も省略可能｣

w b i ch : 本文/ ｢ 主格 で あ っ て も挿入句前 の

w bi c b が 省略 さ れ る こ と が ある｣

w h o : 本文 / ｢ 略 式 で は T b e r e i s ( w a s) . ‥

や 強調構文 の It i s( w a s) … の 後 で は

省 略 さ れ る こ と が あ る｡ / 挿入 句 の

前 の w h o が 省略れ る こ とが あ る｣

S R H : 本文

初め に
､
当面 の 形式 の 例文｡ 次 に ､ 主 格関係代名

詞の こ れ 以 外 の 場合を含 む あ ら ゆ る場合で の 省 略

に関す る説明の 文言｡ (他の 辞書 に つ い て は本稿 の

b の 調査を 参照)

t h e
2
(冠) 呼 び替 え の ある 場合

(K N C) -

( O R E 卜

( T G E) -

例文

t b e
4
(冠) 社会的､ 世 間的な 根拠

(K N C) -

(O R E) -

(T G E) 一

例文

t h e
6
(冠) 小説 の 書 き 出 し

(K N C) -

(O R E)一

(T G E) 一

言及

t b e
lO
( 冠) th e + 国民名 ､ 国際社会 の 単位 と し

て

(K N C 卜

(O R E 卜

(T G E) -

こ の 形式 の ､
こ の 意味 に 当 た る用例 (他 の 辞書 に

つ い て は本稿 の b の 調査 を参照)

t h e
ll
( 冠) t h e + 家名､ 個人名入 り の 場合

( K N C) -

( O R E 卜

(T G E) I

用例

t b e r e
2
( 副) f o r t h e r e t o b e C ､

. ･

t ｡ b e
"

が 副

詞的

(K N C) 一

( O R E) -

( T G E) I

言及

t h i r d ( 名) 分数

( K N C) O n e ( a) th i r d o f t h e s e n a t o r s ar e el e c t e d

e v e r y t w o y e a r s . / -

( O R E) a th i r d o f lt al y
'

s c o n s u m p ti o n o f s h e e t g l

a s s / f o ld a r o b e i n th i rd s

( T G E ) 本文/ t w o t hi r d s

S R H : o n e t h i r d o f th e t o t a l / 本文

例文｡ / よ り も後 の と こ ろ は､ 分子が 2 以 上の と

き の もの

t h i s
l
( 形) t h i s + 人 の 立場 を あ らわ す N ｡ u n

( K N C) -

( O R E) -

( T G E) -

S R H : 本 文

言及

t b o s e
3
( 代) t h o s e o f u s - な ど

(K N C 卜

( O R E) -

(T G E 卜

言及 ( 例文)

t i m e ( 名) s o m e o f t h e ti m e な ど

( K N C) -

( O R E ) -

(T G E)一

当面 の 形式 の もと で の 例

t o
4
(前)

･･
-

1 ( ,)
t O -

2
"

対比 ､ 退叙 的な場合

( K N C) -

( O R E) -

( T G E)一

例文

t o
6
(節) S b e 形容 詞 N o u n t ｡ d ｡ ｢ S は ･ ･ ･ す る の

ー 25 -



に は
-

で あ るよ う な N o u n だ｣

( K N C ) -

( O R E)-

( T G E ) 本文

言及

t o
8
(前) S V -

,
t o d o ､ ｢ S V - で あ る｡ そ して

や が て
､

- す る｣

( K N C) < 結果 >

( O R E) < 結果 >

( T G E) < 結果 >

所属す る意味範噂

t o
ll
( 前) T o d o

,
S V

- ｢ 次 は - す る(d o) こ と

に 当た る の で あ るが ､ すな わ ち S V -

で あ る｣

(K N C) -

(O R E) 本文

(T G E) I

言及

t o
S
( 前) ｢t o 不定詞｣ に お け る省略

( K N C 卜/ 本文

( O R E) - / A ll h e c o u l d d o w a s (t o) r e p e a t i t .

( T G E 卜/ -

比較 表現の 場合の 例示/ 補語 の 場合の 例示

t o o
4
( 副) n o t + t o o - > 緩叙法

( K N C) -

( O R E) -

(T G E) -

こ の 用 法 に つ い て の 説明

t u r ll ( 名) i n t u r n

(K N C) -

(O R E) -

(T G E) 本文

言及 (例文)

t u r n e d (動 J
j J
l

詞) N o u n
l
t u r n e d N o u n

2

(K N C) -

(O R E) 本文

( T G E) S all y Q u i n n i s a r e p o r t e r- t u r n ed- n o v eli s t .

サ リ
ー
- ク イ ン は新 聞記者 か ら小説家 と な っ

た

K C L : 本文

L G M : a ct o r t u r ll e d p oliti ci a n / f o o tb a ll pl a y e r

t u r n e d a u th o r [s o m e o n e w h o h a s d o ll e O Il e

j o b a n d t b e p d o e s s o m e th i n g c o m p l e t el y

d iff e r e n t .

O A L : H e
'

s a l a w y e r t u r n e d p oli ti ci a n ( H e w a s

f o r m e rl y a l a w y e r b u t i s n o w a p oliti ci a n .

W B S : W a r ti m e d i a r y o f a J O u r n ali s t t u r n e d

li e u t e n a n t c o m m a n d e r . / W all s ri s e s h e e r

a r o u n d
,
th e c o u r t y a rd t u r n e d t h e a t e r .

例文 と そ の 訳文 ( 他 の 辞 書 に つ い て は本 稿の b の

調査 を参照)

w a y
s
(名) t b e w a y

- ｢ - か ら判 断す る と｣ (判

断者 の 明示が な い) ｡

( K N C) 本文

( O R E) H e s e e m ed u n e a s y t h e w a y h e s t o o d

t h e r e .

( T G E ) -

K D E J : T h e w a y th e y p r o p o s ed th e p r o b l e m , w e

c a n a s s u m e th a t n o n e o f t h e m a r e th i n k i n g

o f c b a n g l n g t h ei r m i n d .

S R H : J o h n m u st b e i n l o v e w i th J u d y , t h e w a y

h e t a lk s a b o u t h e r .

当面 の 用法 の 例文 ( 他 の 辞 書 に つ い て は 本稿の b

の 調査 を参照)

w a y
6
(名) t h e o t h e r w a y a r o u n d

(K N C) --

(O R E) -

(T G E) -

K D E J : 本文

例文

w e l 1
2

( 刺) -

1
a S W ell a s -

2
二 つ の 事 柄の 単

な る並列

( K N C) 本文

( O R E) -

( T G E 卜一

K G R : 本文

例文

w 也 a t
l
(代) w h a t S b e ( a ll) a b o u t

( K N C)-…

( O R E) -

(T G E) -

S R H : 本文

all を伴 わ な い 場合 - の 言及

w b a t
8
(関代) ｢ こ れ こ れ で あ ると こ ろ の もの｣

( K N C ) -

( O R E) -

(T G E) 一

言及
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w h e r e
4
( 関副) I t b e 前置詞句 w h e r e - ｢ - で

あ る 場所 は､ C で あ る｣

( K N C 卜

( O R E) -

( T G E 卜

言 及

w b i c b e v e r ( 関形) w hi c h e v e r N o u n - ｢ -

で あ る よ う な N o u n は ど れ で も｣

( K N C) < 疑 問形容詞 > 本文

( O R E) < 関 係詞 > Pl e a s e t a k e w h i ch e v e r ( o n e)

y o u li k e . ど ち ら ( ど れ で も欲 し い の を お 取

り な さ い

(T G E) く 関 係 代名詞 ; 形 容 詞 的用法 > T a k e

w b i c b e v e r ( o n e [ o n e s]) y o u w a n t . 欲 し い も

の を ど れ ( ど ち ら) で もお取りな さ い

w h o l e
l
( 形) w h ol e -

､ 個々 に お い て そ れ ぞれ

そ の 全体

( K N C) -

( O R E) -

( T G E 卜

言及

w h o l e
2

( 形) w h ol e -

､ 情緒 的な用法

( K N C) -

( O R E) -

( T G E) -

S R H : 本文

例文

w h o s e ( 関代) N o u n l , W h o s e N o u n 2 it b e t o

d o

( K N C) -

( O R E) -

( T G E 卜

言及

w i t h
S~ 1 (前) S V -

,
N o u n - i n g

( K N C) -

( O R E 卜

( T G E) 本文

例文

w i t h
S1 3 (前) S V ･ ･

,
N o u n

l
N o u n

2

( K N C) -

( O R E ) -

( T G E) 一

例文

w i t h
S- 4 (節) S V -

,
N o u n + 形容詞相当語句

(K N C) 一

(O R E) -

(T G E) 一

例文

w i t h o u t ( 前)
"

S V
-

,
w it h o u t

-
- i n g

''

/
"

S V
･ ･

,
w i t h o u t - -

e d
"

( K N C) -

( O R E ) 本文

( T G E) -

｢ 付帯条件｣ と し て の 例文

w o t l l d
l

( 助) 純粋 な ､ 過去か ら見 た未来

( K N C) -

( O R E) -

( T G E) -

K G R : 本文

例文

w o u l d
2
(助) ｢単 な る仮定｣ の 説明

( K N C) -

( O R E) -

(T G E ) 一

説 明

w o u l d
3
( 助) 文 内の 条件節以外 の 表現 が 現実

に反す る仮定 の 条件 を提示する
●

(K N C ) -

( O R E) -

(T G E ) -

K C L : 本文

例文

y e t
4

( 副)
"

S b e y et t o d o
"

( K N C 卜

( O R E) -

( T G E ) I

説 明

y o u
l

( 代) 1 人称複数者､ 3 人称複数者 を さす

( K N C) -

( O R E) -

( T G E)一

言 及

y o u
2
( 代) 総称 的 ( 実際上 1 人称単数者､ 3 人

称単数者)

( K N C) -
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( O R E ) -

( T G E) -

K D E J : 本文

例文 (他 の 辞書 に つ い て は 本稿の b の 調査を参照)

b 13 英和辞典 (他) の 記述 (21 単語24 語法)

｢英和辞典の 記述 一 英文解釈論資料｣ (『富山医科薬科大学
一

般教育研究紀要』2 3 号､ 20 00 年 3

月) の中 の ､ 下記 の個所を訂正す る｡

5 頁 i n
3
(前) ⇒ i n

4

( 前)

5 6 頁 t h a n
5
( 関代) ⇒ t b a n

9
( 関代)

57 頁 t h a t
K- l l ( w h i c h

K ~1 / w h o
K - 1 ) ( 関代) ⇒ t h a t

S-1 0 ( w h i c h
S - 2
/ w h o

S- 2 )

5 9 頁 w a yヱ( 名) ⇒ t h a t
S~ 14 ( 関副)

61 頁下 か ら 5 行目 に 属 して い た に 他な らな い ｡ ⇒ に 属 して い た変色に 他 な ら な い ｡

6 2 責 (
一

覧表 の 中)

i n
3
⇒ i n

4

t b a n
5
⇒ t h a n

9

t h a n
K-ll ⇒ t h a t

S-1 0

w a yヱ ⇒ t h a t
S- 1 4

ま た ､ すべ て の K E J と あ る と こ ろ を K D E J と読 み 替え る.
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